 長榮大学学生海外実習契約書
長榮大学（以下「甲」という）と　　　　　　　　　　　 （以下「乙」という)は、双方互恵の原則に基づき、協力して校外実習教育及び職場での実務訓練を推進し、産学に通じる人材育成と実践重視の観念と能力を習得させる目的をもって以下のとおり協定を締結する。
一、校外実習実施のための職務：
甲：実習に関する連絡、調整、申請を行ない、学生を実習機関に送り出すと共に、指導教師を派遣して学生の実習の指導に当たらせる。
乙: 管理部門：学生を実習機関に派遣して、訓練と指導を行なう。
二、実習に関する内容：　
（一）実習生の所属　長榮大学　                   
（二）実習の科目名　職場実習（Ⅰ乃至Ⅵ）   　　　
（三）実習報酬または奨学金：
(無報酬。
■報酬あり：時給　日本円　　　　円
尚、日本の最低賃金法その他の法令に定める最低賃金を下回らないこととし、
法改定に伴い最低賃金を下回ったときは、最低賃金と同額に変更する。
(奨学金：台湾ドル　　  　　元、学生の実習意欲と学習動機により調整。
（四）実習生の人数、実習期間、実習時間等
実習開始の５か月前までに双方協議のうえ、都度決定する。

なお、実習期間及び実習時間は、実習生の履修する科目について甲が定める単位認定
基準を満たすものとする。　　　 　　
実習人数　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　
実習期間　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　
実習時間　　　　　　　　　　　　　　　　　 
（五）実習生の住居または食事

          住居　乙は、実習生に対し住居の提供 または 住宅補助金 を支給する。
　　　　　住居　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　食事    　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　（六）実習場所及び活動内容
実習場所　　　　　　　　　　　　　　　　　 
活動内容　　　　　　　　　　　　　　　　　 
詳細は、甲乙協議のうえ、別途活動計画を定める。

活動内容は、実習生の専攻する学業に資する内容でなければならない。
乙は甲に無断で実習場所または活動内容を変更してはならず、計画に変更の必要が生
じた場合、速やかに甲へ連絡し、協議するものとする。　　　　　
三、実習申請：
（一）甲は実習の8週間前に実習生のリストと申請資料を乙に送る。
（二）乙は実習生到着後、専門家を派遣し、実習のための訓練をさせる。
四、保険：
　　（一）実習中の事故により実習生が傷害等を負った場合は、実習生の加入する傷害補
償により補償する。傷害保険の加入及び利用等に関する手続きは、甲が行う。
　　（二）実習生が乙又は第三者に損害を与えた場合は、実習生の加入する個人賠償責任
保険等により賠償する。個人賠償保険の加入及び利用等に関する手続きは、甲
が行う。

五、実習生指導：
（一）実習期間は乙の実習部門の責任者が実習の仕事内容と技能指導を監督するものとする。
（二）実習期間、甲は定期的に実習の指導教師を乙に派遣し、実習生に対して専門の実習指導、連絡を行なうものとする。
（三）乙が手配する仕事は実習生の健康と安全に影響を及ぼすことなく、また、実習生に
違法な行為をさせてはならない。乙がこれに違反した場合、甲は直ちにこの契約を打
ち切り、実習生は乙との労働関係を終了するものとする。
（四）実習期間、乙は実習生に一般の従業員と同じ休暇制度によって月毎に休暇を与える。
六、実習の成績：
（一）実習期間、甲の指導教師と乙の実習機構の責任者は協力して実習成績をつける。
（二）実習生の実習態度や適応に問題が生じた場合、乙は甲と協力して解決に努力し、
　　   改善が見られないときは実習資格を取り消す。
（三）実習終了後、実習生に対して、甲の実習機構名義の「実習証明書」もしくは乙の実
習機構名義の「実習時間数証明書」を発行する。
（四）甲と乙は協力して不定期に実習に関する各措置を検討し、校外実習課程をより良いも
のにすることに努める。
七、その他：
　　（一）実習生は、実習期間中、乙の従業員が遵守すべき服務規程等を遵守するとともに、乙
の実習部門責任者の指示・指導に従うものとする。

（二）乙の業務上の機密を守るために、甲の実習生及び実習指導教師はこの校外実習課程で
知り得た乙の業務上の機密を、実習期間のみならず実習終了後も第三者に漏らしたり
、使用したりしてはならない。また、実習内容を公開してはならない。
（三）甲は、乙に対し、本契約時において、甲及び甲の実習生と実習指導教師が暴力団等に
該当しないことを表明し、かつ将来にわたっても該当しないことを確約する。

（四）本契約は日本法に準拠し、日本法に従って解釈される。

八、その他、本契約書で定めていない、校外実習協力に関する事項は、甲乙双方が協議のうえ、別途定めることとする。
九、本契約書は３通作成し、甲が2通、乙が1通保管するものとする。

契約人
甲    　： 長栄大学          
代 表 者： 李 泳龍               
役 職 名： 校 長
電    話： (06)278-5123
住　　所： 70101 台南市歸仁區長大路1號

乙    　： 
代 表 者：　　
役 職 名： 
電    話：
住　　所：
西暦 　　　年　　月　　　日
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